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◆
義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て

問 
�

大
規
模
な
事
業
と
な
っ
て
い
る
が
町
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
今
後
、
支
障
が
な
い
の
か
？

答 
�

議
会
も
事
業
に
対
し
て
の
懸
念
は
あ
る
。
今

後
も
注
視
し
て
い
く
。

◆
移
住
定
住
政
策
に
つ
い
て

問 
�

移
住
定
住
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
各
地

区
に
も
移
住
者
を
分
散
で
き
な
い
か
。

答 
�

議
会
で
も
質
問
事
項
と
し
て
取
り
上
げ
て
い

る
が
、
移
住
者
の
考
え
に
基
づ
き
住
居
の
選

択
を
し
て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
て
い
る
。

◆
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
応
に
つ
い
て

問 
�

公
共
施
設
の
老
朽
化
が
激
し
い
の
で
対
応
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

答 
�

各
施
設
の
老
朽
化
は
、
し
っ
か
り
行
政
に
働

き
か
け
を
行
い
た
い
。

◆
職
員
の
人
事
異
動
に
つ
い
て

問 
�

職
員
の
人
事
異
動
の
期
間
が
早
す
ぎ
る
と
感

じ
る
が
ど
う
な
の
か
。

答 
�

広
く
仕
事
を
覚
え
て
も
ら
う
と
の
考
え
か
ら

現
状
の
異
動
期
間
と
な
っ
て
い
る
と
説
明
を

受
け
て
い
る
。

「
議
会
と
語
る
会
」を
湯
原
・
横
川
地
区
で
行
い
ま
し
た
。
５
月
21
日　
会
場　
湯
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

５
月
22
日　
会
場　
横
川
集
落
セ
ン
タ
ー

各
会
場
で
の
質
疑（
抜
粋
）内
容

　２日間の日程で湯原・横川地区を会場に開催された「議会と語る会」において、農繁
期と重なる中ご参加いただき有難うございました。各地域の皆さんからお寄せ頂いた
議会や町への意見・要望・アンケートなどを参考に、今後の議会活動に反映させていき
たいと考えています。
　今後の「議会と語る会」開催時には、より多くの町民の皆様のご参加を期待します。

令和８年度 第１回「議会と語る会」委員長報告　　実行委員長　吉田　修

▲湯原コミュニティセンター会場▲横川集落センター会場

◆
定
例
会
説
明

　

�　
語
る
会
で
の
発
言
・
議
会
活
動
へ
の
理
解
・

語
る
会
の
開
催
時
期
・
開
催
方
法
に
つ
い
て
回

答
い
た
だ
き
ま
し
た
。
概
ね
、「
分
か
り
や
す

か
っ
た
」「
理
解
で
き
た
」
と
の
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
で
開
催
時
期
に
つ
い

て
は
「
農
繁
期
は
避
け
て
ほ
し
い
」
と
の
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。

◆�

行
政
が
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

こ
と

　

�　
医
療
福
祉
関
係
・
高
齢
者
支
援
・
農
業
振
興
・

若
者
定
住
・
空
き
家
対
策
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

◆�

町
の
医
療
体
制
・
公
共
交
通
・
子
育
て
支
援
・

農
林
業
　
政
策
・
移
住
定
住
政
策
・
道
路
維

持
（
冬
季
間
）
含
む
・
空
き
家
対
策
・
教
育

環
境
整
備
の
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
５
段
階
で
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

　
�　

評
価
の
多
く
は
「
や
や
良
い
」「
ど
ち
ら
と

も
言
え
な
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
一
方

で
農
林
業
の
政
策
や
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

は
「
不
十
分
」
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

◆
今
後
建
設
さ
れ
る
義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て

　�

　「
コ
ン
パ
ク
ト
な
校
舎
を
望
む
」
と
の
意
見

を
頂
き
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
ま
と
め

所

管

事

務

調

査

報

告

「町民の健康を守る拠点施設の状況は」

「鳥獣害対策の現状は」

調査実施日　令和 8年５月 13日（水）
調 査 事 項　七ヶ宿町国民健康保険診療所の施設環境について

総務文教常任委員会　委員長　五十嵐　敏　夫
　現在の「七ヶ宿町国民健康保険診療所」は平成５年度に建築し 33年が経過し、施
設全体は老朽化に伴い一部の設備改修や、医療機器についても随時更新は行っている
が、今後も町民の健康になくてはならない施設であることから、施設環境や医療体制
について調査した結果、各委員から以下のような意見や提言が出されました。
１.　国保診療所の屋根やボイラー等、いずれ改修が必要である。
２.　�現在、レントゲン装置の部品供給等に問題があり、いずれ更新に向けた予算化

が必要である。
３.　�湯原診療所の老朽化が進んでいるので、今

後、施設の維持管理対策が必要である。
４.　�現在、県内外の近隣病院との医療連携は良

好であるが、今後も継続した医療体制構築
への努力が必要である。

　以上、人口減少に直面している我が町の身近な
医療機関として、国民健康保険診療所を最大限に
活用できる適切な運営を望み報告とします。

調査実施日　令和 8年 5月 13日（水）
調 査 事 項　鳥獣害対策の現状について

産業建設常任委員会　委員長　渡　部　英　幸
　令和７年度の捕獲頭数はイノシシ 95頭、ニホンザル 122 頭、ツキノワグマ 15頭、
ニホンジカ１頭との実績報告並びに、減容化施設の稼働状況や後継者育成、果樹の伐
採等の説明を受け、各委員からは以下のような意見や提言が出されました。
１.　隊員の後継者育成や、狩猟免許取得支援のＰＲを積極的に展開するべきである。
２.　�駆除隊の活動については、重点的活動地区を明確にしたパトロールを実施する

等、住民に分かるような体制を取るべきである。
３.　�協力隊での有害鳥獣担当募集は早めに募集

し、将来はガバメントハンターとして活躍
を期待したい。

４.　�減容化施設の管理方法については、隊員と
職員のコミュニケーションをとり施設の管
理を徹底し、休日でも鍵の所在を分かるよ
うにすべきである。

　以上、有害鳥獣対策の現状について、引き続き
町民の安心安全の継続を望み報告とします。

所管事務調査報告所管事務調査報告
所管事務調査は、町民生活に関わる課題を把握し、より良い町政の実現につなげるための活動です。

鳥獣害対策の現状についての聞き取り

七ヶ宿町国民健康保険診療所での調査


